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1 ．研究の 背景と目的

　近年、高校生 の 進路選 択 を め ぐ る社会 ・経済

環境は 大 きく変貌 を遂 げた。就職率 の 減少 だ け

で なく、早期内定率の低下や正規 の 職 に つ くこ

とをあ き らめた り、卒業後に無業 ・
フ リ

ーター

となる割合の 増加 が見られる。これ に対 して 少

子 化傾 向を背景 に 大学 ・短大進学率 は拡大 し、

専門学校を含め れ ば、同世代 の 4 分の 3 は高卒

後も何 らか の 高等教育 ・中等後教育機関 に在籍

する よ うに な っ た。しか し、中退者 は確実 に増

加 し、大学 ・短大 ・専門学校卒業後の 就職 も不

確実性 を伴い 、そ の こ と は高校生 の 進路選択 に

も影響を及ぼ して い る。

　こ の よ うな変化に直面 し、日本の高校生 は そ

れ を どの よ うに 受 け止 め、進路選択 を行 っ て い

るの だ ろ うか。ま た、高校生 の 意識や価値形成

は ど の よ うな要因に よ り影響を うけて い るの だ

ろ うか。す で に高校生 の 進路選択 ・意識に関し

て は、多くの す ぐれた業績が ある （e．g，樋 田ほ

か　2000、尾 嶋　2001、友枝 ・鈴木 　2003、本

田　2005、片瀬　2005
、 筒井　2006＞。本研 究 で

は、パ ネル 調査を用 い る こ とに よ り、在学中の

進路意識、価値観 と卒業後 の 実際 の 進路を特定

化で きる強み を生 か した分析 を行 う。 さらに、

保護者デ
ー

タを リン クす る こ とに よ り、高校 生

の 出身家庭の 状況を保護者本人 か ら正 確に把握

で きる強み も分析 に組み込んで い く。

　本研究 の
一

連の 分析で は 、東京大学社会科学

研 究所 「高校生 の 生活 と意識 に 関する調査研究

会」 が 実施 した パ ネル 調査を用 い る 。 2004年 1

月〜3 月に 日本全国 4 県 101 校 の 全 日制 高校に

通 う高校 3年生 を対象と して 「高校生 の 生活 と

進路 に 関す る ア ン ケ
ー

ト調査 」 を実施 し、7，563

人 （回収率 69，1％〉か ら 回答を得た 。101校 の う

ち 78校 （回収率 77，2％）か らは学校調査 の 回答

を得た。さらに卒業後半年ほ どた っ た 2004 年

10月 には、卒業後 の 追跡調査 に協力を同意 し た

高卒者に 「高校卒業後 の 生活 と意識に 関する ア

ン ケ
ー

ト調査 」 （高卒者 ）を、そ の 保護者 に は同

調査 （保護者用）を郵送 した。高卒者 500人 （回

収率 25，0％）、保護者 485人 （回収 率 23．8％〉か

ら回答を郵送 で 回 収 した。本研 究で は、高校 3

年生デー
タ、高校データ、追跡 1 年 目データ、

保護者データ をつ なぎ合 わせ て 、高校生、学校、

保護者 とい う 3 つ の 対象軸と在学中と卒業後半

年とい う2 つ の 時間軸 （パ ネ ル 調査） を生か し

た分析 を試み る、

　今回 の 報告 は 2 つ の 部分に分か れ て い る 。

（1）「保護者 の 役割 をとらえ なおす 」の 発表 で は 、

保護者データ を高校生を対象に した在学中と追

跡 1年 目デー
タ とリン クす る こ とによ り、保護

者や出身家庭の 属性 が高卒者の 進路 と意識 に与

え る影響を分析す る。保護者 の 学歴、所得 な ど

の 客観的な属性だ けで なく、母親の 子育て観、

子育 て 行動が高校生 の 価値形成にどの よ うな影

響を及ぼ して い るの か 、親子 の 会話が高校生 の

実社会 へ の 着地不安 を軽減 して い る の か に つ い

て考察す る。

　 （2＞「進路意識や進 路指導と高卒後 の 進路選択

の 関係 」 の 発表で は ，同様に高校生調査 と 1年

後 の 追跡調査 の デ
ー

タを用 い な が ら，在学 中と

卒業後 の 進路意識 の 推移 を検討 し，そ れ との 実

際の 進路選択行動 の 関連性 を見直す こ とにす る。

そ し て ある進路選択が 各人 の も とで 下 され た結

果 として ， 高校 で の 進路指導 は卒業後 どう評価

され て い る の か ，さ らに 当人 の 主 観的評価と 別

に ， 実際に高校を卒業 して ど うい っ た進路選択

を行 っ て い る の か ，そ の 選択行動に及 ぼす要因

につ い て ，よ り考察 を深める こ とにす る。

　　　　　　　　　　　　　　　　［石 田　浩ユ

2 ．出身家庭 と進路選択

（1） 問題 の 設定

　本節 で は、出身家庭 の 様々 な属性が高校生 の

進路選択 に い か な る 影響を及ぼ し て い る の か を

分析す る。よ り高 い 教育 レ ベ ル の 達成は、教養 ・

知識 ・技能 ・振 る舞 い な どの 獲得だけ で な く 、

威信や権力 とい っ た社会的資源 を手に入 れ る手

段 と して 認識 され 利 用 され て きた 。 社 会移動 の

た め の 手段 と して の 教育達成は、大衆教育社会

の 出現 とともに 広 く普及 した （苅谷　1995）。 し

か し、上昇移動 の 手段であ り社会の 平等化装置
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と して の 学校 へ の 懐疑も、実証研究に よ り明 ら

か に され て きた 。 教育機会は誰に で も開か れ て

い るわ け で はなく、よ り特権的な階層 の 出身者

は、よ り高い 教育 を達成す る こ とが で き、学歴

が世代間 の 不平等を再生産する役割を担 っ て い

る こ とが指摘 され て きた。また、出身階層 と学

歴達成をっ なぐ媒介要因 として 、学力 ・努 力 ・

意欲 ・「生き る カ 」 な どが議論され て い る （苅谷

2001、苅谷
・清水　2004、本 田　2005）。出身家

庭 の 属性 が、どの 程度、どの よ うな形 で 進路選

択 に 影響 を与 え て い るか を分析す る こ とは 、学

歴 の社会移動役割 と世代間再生産役割 の 相対的

な比重 を判断す る上 で の ひ とつ の 材料を提供す

る こ とに な る。

　 さらに 本分析 で は 、出身階層と進路 （ひ い て

は教育達成）の 関連を国際比 較の 枠組みで検討

する。各国それぞれ独 自な分析 の 蓄積 は多大 で

あ る が、厳密な国際比較分析は ま だ数が 限 られ

て い る （石 田　1999）。幸 い 日米 に 類似 の パ ネ ル

調査が存在するの で 、日本とア メ リカ の 高校生

がおかれ て い る状況 を比較す る こ とで 、 日米に

お い て 教育が果たす 2 つ の 役割 の 相対的重要性

を比 べ る こ とが可能 とな る。

（2）分析の 枠組み

　 本分柝 で もち い る の は 、 上記 の 東京大学社会

科学研究所 が 実施 し た パ ネル 調査 とア メ リカ教

育 省 と国 立 教 育 統 計 セ ン タ
ー

が 実 施 し た

National 　　Education 　　Longitudinal 　　Study

（NELS88）で あ る 。
　NELS88 は 1988 年に第 8学年

（中学 2 年 ）在学中 の 生徒 を対象 に実施 され 、

1990 年の 第 1 次追跡調査 （高校 1 年時）を経 て

1992 年 には第 2 次追跡調査 （高校 3 年時）が、

1994年に は第 3次追跡調査 （高卒 2 年時）が 実

施 された。本 分析 で は、第 2 次、第 3次追跡調

査データ （12，144人〉を比 較対照に 用 い る。日

本 の パ ネル 調 査と同様 に、進路情報 は 高校卒業

後 の 第 3 次追跡調査 か ら、学校 の 情報は高校在

学 中の 第 2 次追跡調査か ら、保護者 の 情報は保

護者を対象 と し た調査 か ら得て い る。特に 出身

家庭 の 情報 は、保護者本 人 か ら収集 して い るの

で 精度が高い こ とが 日米 の 調 査 の メ リ ソ トで あ

る。

　高校卒業後の進路は 、大きく 3つ に 分類 し た。

4 年制高等教育機関進学者 、2 年制高等教育機

関進学者、そ の 他で あ る。ア メ リカ で は 、「そ の

他 」の カ テ ゴ リ
ー

の 大多数は就職 （フ ル タ イ ム 、
パ ー

トタイ ム を含む）である が、高等教育機関

以外 で 職業訓練 を受け て い る もの 、徒弟制度に

は い っ た もの 、無業者 （求職者を含む）、家事手

伝 い を含 む 。 ただ し、軍 隊 に 入 隊 した も の は 分

析 か ら除い た。日本 で は 、「進学 を 目指 した浪人 」

は 「4 年制高等教育機関進 学者 」 に含めた 。
「そ

の 他 」 の カテ ゴ リ
ー

は 、 専門 ・専修学校学校在

学者が
一

番多く、就職者が こ れ に続 き、無職 、

家事手伝 い は 極少数 で あ る。

　出身家庭 の 属性 と し て は、父親 の 学歴 、 父 親

の 職業 、 世帯所得の 3 つ を取 り上 げる。学歴 は

中学 ・高校 レ ベ ル （ア メ リカ で は高卒後 の 職業

教育を受 けた人 も含む）、短大 レ ベ ル （ア メ リカ

で は 2 年制高等教育機 関 へ の 進学者 を含む）、大

学 レ ベ ル （大学院進学者を含む）の 3 カ テ ゴ リ

ー
に分 けた。父職は専 門 ・管理職 、事務 ・販売

職、そ の 他 の ブ ル
ーカ ラー職 （農業を含む） と

し、世帯所得 は分布 が 4 分割 され る よ うな形 で

4 カ テ ゴ リ
ーに 分け た。ア メ リカでは、保護者

の 人種 （白人、ヒ ス パ ニ ッ ク系 、 ア フ リカ系）

を統制変数 と して 導入 した 。

　 さらに 出身家庭 の 属性 と進路 の 間 の 媒介変数

とし て 、高校 （プ ロ グ ラ ム ）タ イ プ と 高校 で の

授業外 の 学習時間を導入 した 。 高校 タイプは 、

目本で は普通科進学校、普通科進路多様校、専

門高校 の 3 つ で あ り、ア メ リカ で は 高校内 トラ

ッ ク を 進学課程、
一

般課程、職業課程 の 3 つ に

分けた 。

（3）分析結果

　 は じめに、進路を従属変数、出身家庭の 属性

を独立変数と し た多項 ロ ジ ッ ト分析 を行 っ た。

4 年制大学進 学とそ の 他の 進路の 対照に着 目す

る と、父学歴、父職、世帯所得 の す べ て の 変数

の 効果があ る こ とが 日米両国で確認 され る。特

に 父親が 大卒 で ある場合 に は 、中卒 ・高卒 レ ベ

ル に 比 べ 、4 年制大学進 学の オ ッ ズ は 日本 で は

3．　7 倍、アメ リカ で は 4．4 倍も大 きくな る 。 ま

た家庭の世帯所得が最 も高い グル
ープ で は最も

低い グル
ープ に比 べ 、4 年制大学進学 の オ ッ ズ

は 日本 で は 2倍 以 上 、ア メ リカ で は 4 倍以 上 と

な る。父職 が 専門 ・管理 の 場合に もブ ル
ー

カ ラ

ー
職に 比 べ 、4 年制大学進学の 確率が 高くな る。

　2 年讎高等教 育機関進学 とそ の 他 の 進路 の 対

照に着 目す る と、日米 ともに 、父学歴 が大卒の

場合に は 中卒 ・高卒 に 比 べ 進学 の オ ッ ズ が 2 倍

以 上 とな る、し か し、父職は 日米 ともに有意な

効果 はな い 。世 帯所得に関 して は、所得が高い

ほ ど進学確率が高くな る傾向が両国で み られる

が 、ア メ リカ の 方が そ の 傾 向が顕著 で あ る。こ

の よ うに 出身家庭の 属性 の 影響力 は、日米で極

め て 類似 の パ タ
ー

を析出す る こ とが で き る 。

　次に 進路を従属変数、出身家庭 の 属性 に加え

高校 タイ プ 、成績 を独 立 変数 と し た多項 ロ ジ ッ

ト分析 を行 っ た 。こ こ で 最 も注 目す べ き知見は、
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高校タイプ、成績 とい う媒介変数を導入 して も、

出身家庭 の 属性 と進路選択 の 関連は ほ とん ど変

わ りがな い こ とで あ る。父学歴 と世帯所得 は、

進路選択に
一
貫 して 大きな影響力 をもち続け て

い る。 こ の こ とは、出身家庭 の 影響力は概ね 高

校タ イ ブや成績と い う学校の 特性 や在 学中 の 行

動 とは独 立 して い る こ とを示唆 して い る。

　 た だ し、父学歴が大卒の場合に は 中卒 ・高卒

に比べ 4 年制大学進学 の チ ャ ン ス が 引き続 い て

有意に高 い が、そ の 格差は高校 タ イ プ と成績を

統制す る こ とに よ り、若干小 さくなる こ とが 日

米に 共 通 して み られ る。同様に 、高所得世帯が

低所得世帯に比べ 4 年制大学への 進学確率 が 高

い 点 に つ い て も、高校タイプ と成績を統制す る

こ とに よ り、ア メ リカ で そ の 格差 が 若 干縮ま る。

こ れ らの 知見は 、父 の 高学歴 と世帯の 高所得 の

影響は、（特 にア メ リカ で ）高校で進学 トラ ッ ク

に 進む こ とを促す こ とで 可能 に して い る側 面が

ある。

　分析 の 結果をま とめ る と、日米 ともに高卒者

の 進路 は出身家庭 の 属性 に深 く影響 を受 けて お

り、こ れ らの影響の仕方や大き さに は 、極めて

類似 の パ タ
ー

ン が 見 られ る、恵まれ た家庭 の 出

身者は、よ り高い 教育を受け る チ ャ ン ス が高く、

そ の 効果は学校 タイ プ や成績 とか か わ らず概 ね

独立 した もの で あ る こ と が判明 した。

　　　　　 　　　　　　　　　　　［石 田　浩］

3 ．母親の 子育て観 ・子育て 行動の 影響

（1）問題の設定

　前節で は、保護者の 属性 が高校生 の 進路選択

に及ぼす影響 を明 らかに した。本節 で は、さら

に保護者の 子 育て観 ・子 育て行動 に 着目 し、そ

れ らの 特徴 と高校生 の 価値形成 との 関係 に っ い

て み て い く。

　若年層は社会 の あ り方に敏感 に反応 しなが ら、

そ の ラ イ フ ス タ イ ル や価値観を形成 して い る。

た とえば高学歴志向に関す る世代間比較研 究 で

は 、高学歴化 に よ っ て 学歴 の 効用が低下するな

か で、教育シ ス テ ム の 階層的 閉鎖性 を察知 し、

そ れ に対応す る教育戦略を とる高卒者お よ び雇

用労働者層 の 間 で、最 も著 し く教育熱が低下 し

て い る こ とが 示 され て い る （中村、2000 年）。

他方、子 どもは保護者に よる情報 の 枠付 けを通

し て、自己 の ラ イ フ ス タ イ ル や価値観 を形成す

る 側 面 ももつ 。た とえば小 中学生 の 学習に 対す

る努力 と達成 目標 に 関す る研 究で は 、子 ど もの

行動 と意識 が、母親 の 行動 と意識 に 強 く規定 さ

れ て い る こ とが示 され て い る （卯月 、2004年）。

　保護者 の 子 育 て へ の 意識 は、近代化を通 じて 、

一
貫 して 高ま っ て きた 。「家族 が情緒的に結び っ

き、コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が円滑で 、親が子 ど も

の 教育に熱 心なまな ざしを注 」 ぐ都市部 の 新 中

間層の 子 育て イデオ ロ ギ
ー

が、徐 々 に よ り幅広

い 層に波及 し て きた の で ある。とこ ろが 、子育

て観 ・子 育て 行動 に お け る 差異は 、完全 に解消

されたわけ で はない 。 1960年代か ら 80年代 ご

ろ に 実施 され た 「しつ け」 に 関する 調査 レ ビ ュ

ーか らは、高学歴 ・高所 得層 と低学歴 ・低所得

層 と の 間 に 、親 子 関係や コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の

取 り方 、教育 へ の 関 心 の 程度 にお ける大きな隔

た り が確認 され て い る （広 田、2001年）。

　 それ で は、現代 の 保護者 の 子育て 観 ・子育て

行動 は い か な る もの で あ り、子 どもに どの よ う

な影 響 を及 ぼ し て い る の か 。保 護者 の 子育 て

観 ・子 育て行動 の 特徴 と、高校生 の 価値形成 へ

の 影響を、日米比較 の ア プ ロ
ー

チを用 い て 明 ら

か にする こ とが、本節の 課題で あ る、なお 本節

で は、とくに母親の 子育て 観 ・子育て 行動 に 注

目する。父母役割の あ り方は家庭に よ っ て 多様

で ある が、本調査におけ る正 規雇用率が父親 で

は約 95％、母親で は 410／。 で あ る こ とを鑑み る と、

父 母間 には 子育て へ の 関わ り方 に 構造 的な違い

が あ る と い え る。そ の 違い を コ ン トロ ー
ル する

ために、こ の パ ネル 調査デ
ー

タの 368組、お よ

び NELS88 データ の 8311組の 母親 一高校生 ペ ア

の み を分析 の 対 象 とす る。

（2＞高校生 の 価値観

　は じ め に 母親 の 子育 て 観 ・子育 て 行動 の 影響

をうけ る と思われ る、高校生 の 価値観 の 特徴を

整理す る。高校 生 が 重要 と考 えて い る事が らを

「とて も重要 ： 2」 「少 し重要 ： 1 」 「重要で は

な い ： 0 」 と得 点化 して 求 め た 平均点 よ り、日

米の 高校生 に優先的に重視 （平均点 1．5以上）

され て い る価値 を探 っ てみ よ う （図 1 参照）。

人 の役 に立 つ ．・

子どもをも つ
i，．

仕事成功

い 教育

家庭

　
一

日本
de

米図

’
好きな こ とを楽しむ

　 図 1 ．日 米 の 高校生 の 価値観 （平 均 値）

　日米 の 高校 生 に 共有 され て い るの は、「親友 」

と 「好きな こ とを楽し む時 間1 をもつ 『自己充

足』的な価値観 と、結婚 して 「幸せ な家庭生活 」

をお くる 『家庭重視』 の 価値観で あ る。両国の
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差異と して は、ア メ リカ で は 「よい 教育」 を う

けて 「仕事 で成功す る」 こ とを重視する 『地位

達成』の価値観が強 く支持 され て い るの に対 し

て、日本 で は 「人 の 役 に 立つ こ とt を重視する

『社会貢献』 の 価値観 が広 く共有 され て い る。

　 （3） 日 米 の 母親の 子育て観 ・子 育て 行動

　つ ぎに 、 母親が子 どもを育 て るにあた っ て 重

要 と考えて い る事が らを、「とて も重要 ：4 」「や

や重要 ： 3 」 「どち らともい えな い ： 2t 「余 り

重要 で は な い ： 1 」 「重要 で は な い ： 0 」 と得点

化 して 平均点を求 め 、 日米 の 母親 の 子育て 観 の

特徴 を探 っ て み よ う（図 2参照）。『社会性』は 、

「誠実 で ある こ と」「良識 の ある判 断が出来 る こ

と」 「自制 心 が ある こ と」 「まわ りの 人 と協調 で

きるこ と」 「責任感があ る こ と」 「思い や り があ

る こ と」 の 6 項 目に対す る回答の 平均 （ク ロ ン

バ ッ ハ α 係数は 日本 0．818、米国 0．835）で ある。

『ま じめ さ』は、「探求心 が強い こ と」 「ま じ め

で あ る こ と」「信念 を貫 くこ と」 の 3 項 目 に 対す

る回答 の 平均で ある （ク ロ ン バ ッ ハ α 係数は 日

本 O．679、 米国 0．705）。

まじめさ

成功 しようと努力する
　 4．D

・
社会性

仲 間にながさ 　 いうことを聞く

　　　　 「一 日本
＝ ；二 来国

　 　 　 　 L − 　　　　　一一一一一　　　　　ゴ

　　図 2 ．日米 の 母親の 子育て 観 （平均値）

　子育て に あた っ て 日米の 母親に等 し く重視

（平均点 3，5以上） され て い るの は、『社会性』

の 育み で ある。とこ ろ が そ の他の 4 項目は 、
・一

貫し て ア メ リカ の 母親 に よっ て 、よ り重視 され

て い る。と りわ け 「親 の い うこ とを よ く聞 く」

で は 、
「とて も重要 」 と回答 した母親が ア メ リカ

で は 7割に の ぼ るの に対 して 、日本で は 7 ％に

過ぎな い 。目本 の 母親 は、社会性 の 育み を重視

する が、親 の 権威を 強調する傾 向 は 弱 く、仲間

か らの 自律や、成功 にむ けて の 努 力、人生 に対

する ま じ め さを、ア メ リ カ の 母親ほ ど子 どもに

求めない とい える。

　さらに 、母親が高校生 と話 し合 っ た頻度 （「ひ

ん ぱん に ： 2 」 「時 々 ： 1 」 「ま っ た くな い ： 0 」）

か ら、子育て 行動 の 特徴をと らえて み よ う （図

省略）。『学校 ・進学に つ い て』は、「学校 で の 出

来事 」「授業の 内容」「成績」「高校卒業後 の 進学1
の 4 項 目に 対す る 回答 に 平均 （ク ロ ン バ ッ ハ α

係 数は 日本 0．657、米国 0．755）で あ り、『一般的

な話題 に つ い て』は 「世 の なか の 出来事」 「悩み

事 」 の 2項 目に対す る回答 の 平均 （ク ロ ン バ ッ

ハ α 係数は 日本 0524、米国 0．487）で あ る。平

均値 よ り、日本 の 母親は ア メ リカ の 母親と比 べ

て、高校生 と話し合 う機会 が 全体 と して 少 な く、

とりわけに高校卒業後 の 就職 につ い て 会話 しな

い傾向に あ る とい え る。

（4）母親の子育て観 ・子 育て行動の影響力

　そ れ で は 母親 の 子 育て観 ・子 育て 行動は 、高

校生 の 価値形成 に どれ ほ どの 規定力 をもつ の だ

ろ うか。従属変数に 高校生 の 価値観 （7項 目 「と

て も重要 」ダミ
ー

）、独 立 変数に高校生 の 属性 （性

別 ・学科）、階層 （所得 ・母親学歴）、子育て観

（5 項 目）、 子育て 行動 （3 項 目）を強制投入法

で投入する 2 項 ロ ジ ス テ ィ ッ ク回帰分析を行っ

た結果 、次 の 3 点が明 らかにな っ た （表省略）。

　 第 1 に、高校生 の 価値形成に 対 し て 、日本で

は 所得 の 影響が全 くみ られな い 。母親 の 学歴 も、

「人 の 役 に た つ こ と」 を 「中卒 ・高卒」 の 母親

をもつ 高校 生が重視す る傾 向にあ る以外 は、有

意な規定力をもた ない。高学歴 ・高所得層が 「パ

ー
フ ェ ク ト・チ ャ イル ド」 を求め て 子 どもに過

剰な ま で の 期待を か け、熱心 に 子 育て に 関わ る

現象は、本 分析結果か らは確認 されな い
。 対照

的に、ア メ リカ で は い ずれ の 価値項 目につ い て

も、所得 ・母親学歴 の い ずれか、または両方が

有意な規 定力をもっ て い る。た だ し全体的な傾

向として 、 低所得層の 『地位達成』『社会貢献』

『家庭 重視 （結婚）』志向が 強 く、高所得層 ほ ど

『自己 充足』『家庭重視 （子 どもをもつ ）』志向

が強い 。

　 第 2 に 、高校生 の 価値形成に対す る階層の 影

響が 日本 で はみ られな い なかで、子 育て観 ・子

育て行動の有意な規定力が両国で確認 され る。

そ の 有 り様に明確なパ タ
ー

ン は見出 され ない が 、

た とえば 日本 で は 、母親 と学校 ・進 学 に つ い て

話 し合 う頻度が高 い 高校生 ほど、仕 事 で 成功す

る こ とを重視 しお り、親の い うこ とを よく聞く

こ とを重視す る母親 と
一

般的な話題 につ い て話

し合 う頻度 が高 い 高校生 ほ ど、子 どもをもっ こ

と を重視 し て い る。ア メ リカ で は 成 功 し よ うと

努力す る こ とを重視する 母親をもつ 高校生 ほ ど、

よ い 教育を うけて 仕事で成功する こ とを重視 し

て お り、ま じめさを重視す る母親 と
一

般的な話

題に つ い て 話 し合 う頻度 が 高 い 高校 生 ほ ど、人

の 役に 立つ こ とを重視 し て い る 。

　第 3 に、二項ロ ジ ス テ ィ ッ ク回帰 モ デル の 適

合性 は、
一

部 を除 くす べ て の モ デ ル で 確認 され

て い るもの の 、そ の 説 明力 は概 して 低い 。こ の
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こ と は 高校生 の 価値観が、高校生 の 属性 ・階層
・

母親 の 子育て 観や子育て行動以外 の 多様 な要因

に規定 され て い る こ とを示 して い る。し た が っ

て 、母親 の 子育て観 ・子 育て 行動 は 、日本 で は

階層に 関わ らず意味 の あ る規定力 を もつ もの の 、

他 の 規定要 因 に つ い て も検討する 必要がある 。

　　　　　　　　　　　　　　　 〔深堀聰子〕

4 ．高校生の不安に対する親子 関係の 影響

（1）不安定就労の 外在的要因 ／ 内在的要因

　以上 の 2節で は、日米 比較 の 視点 か ら、親子

関係 の あ り方や母親 の 子 育て観が どの ように異

な っ て い る か 、それ らが 若年者の 意識や価値観

に対 して どの よ うな影響を与えて い る か に つ い

て考察をお こ な っ た 。

　 日本 と米 国 の 若年者で は意識や価値観が異な

る が 、こ れ は親子 関係や親 の 価値観 の 違 い と関

連 して い るだ け で な く、若年者を め ぐ る社会的

な背景も大きく異な っ て い る 。 た とえば、高校

を卒業 して 労働市場に移行する トラ ン ジ シ ョ ン

の あ り方 ひ とつ をとっ て み て も、そ の あ り方は

大 きく異なる。とくに 90 年代初頭 ま で の 日本 で

特徴的で あ っ た高校経由 の 組織化された 「ス ム

ーズ な 」 移行 に対 して、米国 の 高卒就職は 「市

場原 理 に依拠 した 」移行 （苅谷 1991 ： 25）で あ

り、学校 の 介入 に よ る組織化が お こ なわれ て い

な い 。そ の た め。若年者 の 多 くは 教育機関を離

れ て か ら定職 に就 くま で の 試行錯誤 の 期間を も

ち、そ の 間に 「ジ ョ ブ ホ ッ ピ ン グi とい われ る

短期間 の 多様 な就業を経験し て徐 々 に安定 した

職に落ち着い て い く。

　以上 の よ うな米国 の 慣 行は、他 の 国 との 比較

に お い て も際立 っ た も の で あるが、試行錯誤期

間があま りにも長期化する こ とは問題で あ る と

し て 、トラ ン ジ シ ョ ン
・シ ス テ ム の 必 要性が認

められ る よ うにな り、近年、さ ま ざま な就業支

援策が講 じ られ る よ うに なっ て きた （上西 1999、

藤田 2006）。一
方、日本 で も長引 く経済不況 の

た め もあ っ て、従来 の 高卒就職 シ ス テ ム が十分

に 機能 し な くな り、フ リ
ーターと呼 ばれ る層が

急激に拡大する など 「ス ム
ーズ な」 移行 とは い

えない 状 況にな っ て きた。そ の 意味で は 、きわ

め て 対照的 で あ っ た 日米 の 高卒就職 の あ り方が 、

従来 と比較する と、相対的に接近 しつ つ あ る と

い え よ う。

　 日米両国に共通 して い るの は、そ の なか で も

と くに 「ス ム
ーズ で は ない 」移行 を経験す るの

は 不利 な階層 が 多い とい う点で あ る。ただ し、

人種や 民 族、性別 とい っ た外在的要 因 に よる就

労格差 が最大 の 焦点 とな っ て い る米国に対 し、

日本で は性別や学校種別 な どの 外在的要因 に 加

えて 若年者 の 意識 など内在的要 因 へ の 着 目が見

られ る とい う点 で、明 らかな違 い が認 め られ る。

　不安定就業 と関連する若年者 の 内在的要因 と

して 職業観 の 変化 ・収入動機 の 弱体化 ・勤労意

欲 の 低 下な どが 指摘 され て い る （安 田 2003 ：

9−10）。 また 、若年 者 の 特徴 として は、た とえば、

苅谷 （2001）が
一

部の 若年層の特徴 と し て あげ

た 「自己 有能感 」 と、そ れ と対をなす と考え ら

れ る斎藤 （2005）の 「自己無能感」、下村 （2002）

が指摘する 「や りた い こ と志向 」、 香 山 （2004）

による 「内向き姿勢」 などが あげられ て い る。

　 こ れ らの 若 年者 の 特徴 の うち、本稿 で は、岩

見 （2005） の 「着陸不安 」 に 着 目す る こ と に し

た い 。粒来 （1997）で は 、高卒無業者 と呼 ばれ

る若年者 で は進路選択 を延期す る傾向を指摘 し

た が、岩見 に よれ ば、彼 ら／彼 女らは 「他者に

囲 まれた実社 会 へ の 着地 」 を引き延 ばし て い る

こ とになる。進路選択の 延期理 由を 「自由を失

い た くな い か ら」 とす る若年者は少 な くな く、

「着陸不安」 は 重要な概念に な りうる。

　本稿 で は 、理論的 に な された岩見 の 議論に も

とづ き、これ に 実証的な分析を加 え る こ とを課

題 とす る 。 こ こ で 操 作的に定義 した 「着陸不安」

が 必ずし も岩見が含意 した もの と同
一

で は ない

こ とか ら、こ れに 「着地不安 」 とい う名称 を与

え る。具体的に は 、卒業を控えた 高校 3年生 の

時点 で の 着地不安に焦点 をあて て 、さま ざまな

志向や意識、高校生活や人間関係、とくに親子

関係 の あ りかたにつ い て も考察を加 えな が ら、

そ の 関係をみ て い くこ ととする。

（2）着地不安と関連す る意識

　 こ こ で は、着地不安と 関連する意識と して 、

「自己 無能感 」 「や りたい こ と志向 」「現在志向 」

の 3 つ を とりあげる。着地不安に つ い て は 、「ど

ん な仕事 を した い の か よくわか らな い 」「自分 の

や りた い 仕事を しぼ るの は まだ早 い と思 う」「自

分の 進路に つ い て 今で も悩ん で い る」「社会 で う

まくや っ て い けるか 不安だ 」 の 4 項目の質問に

対す る 4 段 階 の 回答 を合計 し、着地不安ス コ ア

と した 。した が っ て 、着地 不 安 ス コ ア は 4 〜16

の幅をもつ こ とに なる 。 その 分布はほぼ正規分

布に近 く、ク ロ ン バ ッ ハ の α 係数も 0．6271 と比

較的高 い 。着 地不安 ス コ ア の 平均値 は 9。78、標

準偏差は 2．60 で あ る。

　　「自己 無能感i 「や りた い こ と志 向」 「現在 志

向 」 の 指標 と して は、それぞれ 「自分に は何の

と りえ もない と感 じる」、「若 い うちはや りた く

ない 仕事に は っ きた くない 」、「将来よ りも今の

生活を楽 しみ たい 」 に対する 4 段 階の 回答をも
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ちい る。

　着地 不安それぞれ の 指標が 示す強 さとの 関係

を図 1 〜図 3 に 示 したが、い ずれ の 指標にお い

て もつ 着地 不安 ス コ ア との 関連性 は、
一

元配置

分散分析 により 0．1％水準で 有意 で あっ た。

図 1　 着地不安 と自己 無能感の 関係

詈
臓 スコ7

強 自 己 無 能 感 弱

　 一一」

図 2　着地不安とや りた い こ と志向 の 関係

誓
一一

　 　 　 　 　 　
一一一

「

　L
強 やり たいこと 憲 向 弱

　　 図 3　着地不 安 と現在志向の 関係

着 融 不 Rスコア

9 一． 炉

−一
現在恋 向

後の 就職」 「世 の 中の 出来事」 「悩み 事1 「将来」

の 8 つ の 話題 につ い て親子 で話 し合 う頻度 （3
段階）を合計 し た ス コ ア をもちい た （ス コ ア幅

8 〜24）。
“
親 か らの 期待

”

は 「親は私 が 高校で

が ん ば る こ と を期待 して い る 」（4 段階）、
“
友人

か ら悩み事
”

は 「友だちか ら悩み事を打ち明け

られ る こ とが多い 」 （4 段階）、
“
授業は 面 白い

”

は 「授 業内容 は面 白い 亅（4 段 階）、
“

勉強 は 就職

に 役 立つ
”

は 「高校 で の 勉強 は 将来、就職す る

際 に 重要だ 」 （4 段階）の 回答を もち い た 。

　分析 の 結果 を表 1 に示 したが、性別
・成績 ・

教師 か らの 期待 ・親か らの 期待 ・勉強 は 就職 に

役立っ 、の 5 変数 は 有意 な効果 を も た な い 。結

有意な変数をみ ると、普通科上位校 は 着地不安

をやや増加 させ るの に対 し専門学科は 逆に低 下

させ る。進学に せ よ就職に せ よ進路が決定 し て

い る こ と は着地 不安 を低 下 させ て い る。さ ら に、

友人 か ら悩 み 事 を打ち 明 けられ る存在 で あ る こ

とや、授業が面 白い と感 じて い る こ とは 着地不

安 を低 下させ る 。

　こ こ で 興味深 い の は、親 か らの 期待が有意で

は な い
一

方 で 、親子 の 会話 が着地不安を低下さ

せ る有意 な効果 をもつ 点で ある。進路につ い て

重要な決定を下 さなけれ ばな らず、不安を抱え

て い る高校 3 年生 の 時期に、親の 期待は不安を

軽減する効果をもた ない 。さま ざまな話題 で 会

話 を か わす こ との ほ うが 効果的である こ とが示

唆 され る。

表 1　 重回帰分析 の 結果

強

（3）着地不安を従属変数 とす る重回帰分析

　前節 で みたよ うに 、 高校生 の着地不安は 、若

年者に 特徴的な意識 と 関連 し て い る。さらに、

友人 との 関係や親子関係 、勉強 に対する認識な

ど と も関連性 をもつ 。けれ ども実 は 、意識や人

間関係 は性別 ・学校 ラ ン ク ・進路に よ っ て も異

な っ て い る。こ れ らの 複雑に絡み合 っ た メ カニ

ズ ム を可視化するため重回帰分析をお こ なっ た 。

．独立変数に つ い て 簡単に説 明 し て お こ う。普

通科上位校は 現役四年制大学進学 （希望者）率

が 40％以上 の 学科 で ある。高校 で の 成績は 5段

階の 回答を もちい て い る。
“

教師か らの 期待
”

は

「先生は私 が 高校 で が んば る こ とを期待 して い

る 」 （4 段階）、
“
親子 の 会話

”

は 「学校 で の 出来

事」 「授業 内容 」 「成績 」 「高卒後の 進学」 「高卒

説 明 B

性
別

男性ダミ
ー

（基準 ：女性）

0．0940 ．018

学

　
・

普 通 科 上 位校 ダミ
ー

専門学 科 ダミー
（基準 二普通 科 中下 位

・
総合）

0．133
−0，灌870

，025＋

−0．030 ＊

成績 校での 成績 一
〇〇〇2 一

〇〇〇5
進

　
路

進 学 ダミ
ー

就職 ダミ
ー

（基 5
：未定その 他 ）

一
〇，524
−0，733

一〇．091 ＊＊＊

−0．112＊＊＊

人間

関係

教 師 か らの 期 待

親子 の 会 話

親 か らの 期待
友人 から 歯み

一
〇．027
−0．0440
．058

−0．224

　
一
〇、009

−0．056 ＊＊＊

　0．020
−0．072＊＊＊

勉

螢
授業 は面 自 い

勉強 は就職 に　立 つ

一〇，1080057一〇．033 ＊

00 で9

数 11．467
R2 　　＝ 0．019　　F　　

’10．525（ 〈0001）

＊＊＊

　：p＜0．OOI ＊ ＊
：p ＜O．Ol ＊

　：pく0．05 ＋ ： pく0．1

　　　　　　　　　　　　　　 〔佐藤香〕

（図表及 び参考文献 などの 詳細は、当日資料 と

し て 配布 する。な お 、本研 究は厚生労働科学研

究費補助 金 「若 年者 の 就 業行動 ・意識 と少 子高

齢社会 の 関連に 関す る 実証研 究 」 （主任研究者

佐藤博樹 ）に よる 研 究成果の
一

部で ある。）
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